
日時：２０２３年９月７日（木）１1：４０-１７:４０ （シンポジウム受付開始13時00分）
場所：参議院議員会館 1階講堂（東京都千代田区永田町２丁目１−１ ）

若手研究者会議（11：40～12：40）中国側ズーム参加
参加報告者：南京師範大学院生＋創価大学文学部院生＋
南京大学学生6名 ZOOM参加
曹鳴（博士後期）「中国パートナーシップ外交」（仮題）
内山翔馬「南米コロンビア左派政権とケネディー政権のニューフロンティア政策」（博士前期）（仮題）
総会・理事会報告/(12:40~13:25)
ランチ(1240~12:55)
総会・理事会報告(12:55~13:25)郭洋春(立教大学前総⾧・学会理事⾧)

総合司会：林敏潔（南京師範大学アジア研究所⾧・教授）
開会挨拶（13：30～13:55）
二階俊博（元経済産業大臣・日中議員連盟会⾧）
呉江浩 （中国駐日特命全権大使）
谷口誠 （元国連大使・学会特別顧問）

海外メッセージ（13：55～14:00）
兪発祥 （祥源控股集団 董事⾧）
第一部（14：00～15：00）「一帯一路の進展・現地調査報告―グローバルサウスの台頭」
司会：熊達雲（山梨学院大学教授）
報告者：
川村範行（名古屋外国語大学名誉教授）「学術訪中団帰国報告－岐路に立つ日中関係の課題とその克服－」
村田忠禧（横浜国立大学名誉教授）「虚構の『台湾有事』に踊らされないために必要なことは何か」
朱建栄 （東洋学園大学客員教授）「ラオス鉄道体験から一帯一路の最新動向を見る」
ディスカッサント：大野芳一氏（日中一帯一路促進会代表）
第二部（15：00～16：20）「ウクライナ戦争以後の米中日欧関係」
司会・ディスカッサント：林亮（創価大学教授）
報告者： 萩原伸次郎（横浜国立大学名誉教授）「バイデン政権の対中経済戦略の行方」
下斗米伸夫（法政大学名誉教授）「ウクライナ戦争はどこに行くのか」
浜田和幸（元外務政務官）「グローバルサウスの台頭と日中米関係」
姫田小夏（ダイヤモンド社特派記者）「福島海洋放出をめぐる日中関係の新展開」
コーヒーブレーク（16；20～16：25）

第三部（16：25～17：35）「日中不戦共同体をつくるーポスト４５周年へ向けて」
司会・ディスカッサント：郭洋春（立教大学教授・前総⾧）
報告者： 明日香寿川（東北大学教授）「欧米・アジアのエネルギー転換の現在と未来展望」
須川清司（東アジア共同体研究所 上級研究員）「東アジア地域安全保障共同体をつくる」
小林尚朗（明治大学商学部教授） 「日ASEAN友好協力50周年と日本のアジア地域協力」

総括（17時35分～40分） 進藤榮一（学会会⾧・筑波大学名誉教授）

お申込フォーム: https://forms.gle/XwZGGjPzBe16CoCY7
＊お申込みは上記フォームよりお願いいたします。
＊お申込みのない方のご入場はできませんのでご了承ください。
＊申込締切日 ２０２３年９月３日 お問合せ:  国際アジア共同体学会事 info@isac-asia.com

主催： 国際アジア共同体学会、南京師範大学
後援機関： 日本中国友好協会、日本華人教授会議、日本ビジネスインテリジェンス協会、村山首相談話を継承し発展させる会

小松電機産業 人間自然科学研究所

国際アジア共同体学会 日中平和友好条約
締結45周年記念国際シンポジウム

研究交流懇親会
１８時より近隣のレ
ストランにて。
お申込みフォームよ
りお申込みください

お申込み

「大転換期における日中米関係の現在と未来展望」


